
「直島町週休２日工事」Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ１ 完全週休２日と月単位の週休２日との違いを教えてください。 

Ａ１ 完全週休２日は、土曜日・日曜日を休工とする制度です。月単位の週休２日は、現場閉所率また

は休日率の割合を４週間で８日以上とする制度です。 

 

Ｑ２ 要綱第４条第１項アのただし書きの「災害時の緊急対応及び品質管理・安全管理等のために継続

して行わなければならない作業」とはどのような作業ですか。 

Ａ２ 次のような作業が考えられます。 

・災害の発生が予想される場合の予防作業及び災害発生時の対応作業 

・コンクリート養生、レイタンス除去作業等の品質を確保するうえで必要な作業 

・立入禁止柵の設置、風飛散対策等の第三者災害の防止作業や安全パトロール 

・その他、監督員が必要と認めた作業 

 

Ｑ３ 要綱第４条第１項イの「やむを得ず休工日にできない場合」とはどのような場合ですか。 

Ａ３ 次のような場合が考えられます。 

・近接工事の工程調整の結果、休工にできない場合 

・道路使用許可条件や地元要望のため、休工にできない場合 

・降雨、降雪、出水期等により、作業予定日に作業が行えず、工程管理に著しく影響を与える場合 

・関係機関との工程調整の結果、新たに制約が生じ、休工にできない場合 

・その他工事の影響により、休工にできない場合 

・その他、受注者の責（都合）によらず監督員が必要と認めた場合 

 

Ｑ４ 要綱第４条第１項イの振替の考え方を教えて下さい。 

Ａ４ 休工日を変更する場合は以下のフローとなります。ただし、受注者の責により現場作業を行う場

合は、休工の実績として算定しません。 



 

 

 

Ｑ５ 要領第４条第１項イの「休工日の振替を行う」場合の考え方を教えて下さい。 

Ａ５ 事前に監督員との協議により、月単位の週休２日の場合は、振替日を決めてください。完全週休

２日の場合は、振替が必要な日を含む前後７日以内の土曜日及び日曜日以外の曜日に休工日を決め

てください。ただし降雨、降雪、出水期等で休工日の振替を行う場合は、休工する事を決定した時

点で速やかに監督員と協議して振替日を決めてください。 

 

Ｑ６ 要領第４条第１項ウで仮に土曜日を作業予定日としていた場合で、雨天などで当日休工とするこ

ととした場合の手続きはどうなりますか。 

Ａ６ Ｑ４の手続きと同様に行ってください。 

 

Ｑ７ 祝日はどのように取り扱えばよいでしょうか。 

Ａ７ 月単位の週休２日の場合は、休工すれば休工日の実績とすることができます。完全週休２日の場

合は、祝日は平日と同様に取り扱い、原則として１週間のうち土曜日及び日曜日を休工とすること

とします。 

 

Ｑ８ 降雨等による予定外の休工日は、休工日の実績と考えてよいでしょうか。 

Ａ８ 降雨や降雪等により休工する場合は、工事監督員と協議し、休工日の振替を行うことで実績とし

て扱うことが出来ます。この場合、休工を決定した時点で速やかに、振替日を工事監督員と協議し

て決めてください。完全週休２日の場合は、前後の土日への振替を工事監督員と協議して決めてく

ださい。 

 

Ｑ９ 要綱第７条の内容とは、具体的にどのようなものになりますか。 

Ａ９ 完全週休２日（土日）工事及び４週８休（月単位）工事について、週休２日を確実に実施するこ

とが確認できる工程を検討し、工程表（別紙工程表例参照）を作成してください。なお、工期延期

休工日（土日）に作業を行う必要が生じた 

理由を口頭により報告（受注者発議） 

Q3に該当する 

作業であるか 

受注者の責による土日の作業は 

休工実績として算定しない 

（受注者の責による旨回答） 

はい 

いいえ 

振替対応するか 

いいえ 

対象期間から除外する旨回答 

はい 

振替対応でカウントする旨回答 



を行うことが入札公告等において明記されている工事は、工期延長後の工期で作成してください。 

 

Ｑ10 要綱第８条の工事中標示板は、どのような記載になりますか。 

Ａ10 工事看板に「直島町週休２日工事（完全週休２日）」または「直島町週休２日工事（月単位の週休

２日）」と区別して表記してください。 

 

Ｑ11 要綱第 11条の休工日の確保状況を確認できる資料とはどのようなものですか。 

Ｑ11 休工日の確保の状況を確認する資料の例として別紙（週休２日確認シート）を参考にしてくださ

い。 

 

Ｑ12 要綱第 13条の経費の補正の内容はどのようなものですか。 

Ａ12 令和８年３月改定の労務単価より、通常の労務単価（補正していないもの）において、既に週休

二日を含んだ費用となっておりますので、新たに労務単価の補正は行いません。 

 

Ｑ13 要綱第３条では、年末年始休暇６日及び夏季休暇３日間は対象期間から除くとのことですが、夏

季休暇３日間の内に土日の休工予定日が重なる場合、別途２日（土日の重なる部分）、休工日を設

ける必要があるのでしょうか。 

Ａ13 休工予定日（該当工事における休工予定が土日であれば「土日」）を休工日としてカウントするこ

とができることとします。したがって、対象期間外を設ける事によって４週８休が達成できない場

合に、別途休工日を設ける必要はありません。なお、現場閉所率の考え方は以下のとおりとなりま

す。 

例）８月の閉所日：８日（夏季休暇の土日を休工日予定）、となる場合 

夏季休暇として除く日＝３日（夏季休暇）-２日（夏季休暇中の休工日）=１日 

８月対象期間＝31日-１日（夏季休暇として除く日）＝30日 

８÷30＝26.66％＜28.5％（４週８休未達成） 

※月単位の現場閉所率が 28.5％未満で未達成となったときは、その月の土曜日・日曜日の合計

日数以上に閉所を行っている場合に、４週８休（28.5％）以上を達成しているものとみなしま

す。 

上記の例では、 

８月の現場閉所日数８日≧８月の土曜日・日曜日の合計日数８日   （４週８休達成） 

 

   なお、完全週休２日を選択した場合は、従来通り年末年始休暇、夏季休暇とは別に土日を休工と

してください。 

 

Ｑ14 半日を休工する場合は、0.5日の閉所としてカウントしてもいいものでしょうか。 

Ａ14 原則１日単位で休工や休日を確認するものであるため、0.5日としてカウントできません。 

 

 

 

 



 

 

Ｑ15 月単位の考え方を教えてください。 

例えば３月 18日から工事着工した場合、３月 31 日までをひと月として週休２日の達成を確認す

るのでしょうか？それとも４月 18 日までをひと月として週休２日の達成を確認するのでしょう

か？ 

Ａ15 上記の場合、３月 18 日から工事着工した場合、３月 31日までをひと月として週休２日の達成を

確認します。 

なお、この考え方については、工期末の場合も同様です。 

 

Ｑ16 月単位の確認でその月の土日の合計数休んでいるにも関わらず 28.5%を達成できない月は未達成

になるのか？（例えば 31 日の内 8 日休み→25.8%）それが対象期間を通して続く場合も未達成に

なるのか？ 

また、振替日の休工日扱いはどうなるのか。 

Ａ16 月単位での達成の確認方法はその月で 28.5%以上達成しているか確認する方法と、その月におい

て土日の合計数以上休工としているか確認する方法のどちらかで確認してください。 

対象期間を通して続く場合でも月ごとに土日の合計数以上休工としていれば達成したとみなし

ます。 

また、降雨等による受注者の責によらない予定外の現場閉所の場合は振替前の日を休工日にカウ

ントし、受注者の責による現場閉所の場合は振替後の日を休工日にカウントし、それぞれを考慮し

た対象期間及び月単位での週休２日の達成を確認します。 

 

Ｑ17 要綱第 14条のアンケートの内容はどのようなものですか。 

Ａ17 アンケートを実施する際に別途通知いたします。 

 

Ｑ18 全体の手続きの流れはどのようなものになりますか。 

Ａ18 別紙（週休２日工事手続きフロー）を参考にしてください。  



  



別紙 週休２日工事手続きフロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ は発注者の手続き、 は受注者の手続きを表す。    

入札公告等及び特記仕様書に完全週休２日（土日）である旨記載 

入札・契約 

工事着工日までに完全週休２日を
選択、それを考慮した工程を検討
し、休工日が確認できるように工
程表を作成し、監督員と協議 

工程表の受理 

①休工日に作業を行う場合または 
②休工日以外を休校とする場合は 
その都度口頭で事前報告（打合せ
簿でも可） 

受注者の責によらない場合は 
振替を行うかを協議 

工事完成時に休工日の確保状況
を確認できる資料を提出 

完全週休２日 
を達成 

竣工 

発
注
段
階 

工
期
内 

竣
工
時 

着
工
前 



 

 休工日（土日）に作業を行う必要が生じた 

理由を口頭により報告（受注者発議） 

Q3 に該当する 

作業であるか 

受注者の責による土日の作業は 

休工実績として算定しない 

（受注者の責による旨回答） 

はい 

いいえ 

振替対応するか 

いいえ 

対象期間から除外する旨回答 

はい 

振替対応でカウントする旨回答 


